
節
目
︒
節
目
と
は
︑
木
材
や
竹
の
節
の
あ
る
こ

と
を
指
し
︑
も
の
ご
と
の
区
切
り
目
や
大
事
な

と
こ
ろ
を
意
味
し
ま
す
︒

ま
さ
に
９
年
生
と
６
年
生
は
卒
業
と
進
級
を
迎

え
る
に
あ
た
り
︑
大
事
な
節
目
が
訪
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
︒

私
は
︑
常
々
節
目
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
︒

そ
れ
は
︑
節
目
を
た
だ
の
一
日
と
し
て
や
り
過

ご
す
の
か
︑
そ
れ
と
も
今
ま
で
の
自
分
を
振
り

返
�
て
未
来
に
向
け
て
の
一
日
と
す
る
か
で
︑

そ
の
後
の
生
き
方
や
考
え
方
が
変
わ
る
か
ら
で

す
︒

６
年
生
の
諸
君
︒
進
級
お
め
で
と
う
︒

後
期
課
程
は
勉
強
︑
部
活
動
︑
委
員
会
活
動
な

ど
︑
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
場
面
が
増
え
ま
す
︒

先
生
方
は
皆
さ
ん
が
も
�
て
い
る
可
能
性
を
引

き
出
し
ま
す
︒
そ
の
為
に
は
素
直
な
心
を
も
�

て
物
事
に
取
り
組
み
︑
途
中
で
諦
め
ず
に
や
り

抜
く
強
い
意
志
を
も
つ
こ
と
で
す
︒

９
年
生
の
諸
君
︒
卒
業
お
め
で
と
う
︒

皆
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る
と
目
頭
が
熱
く
な
り

ま
す
︒
そ
れ
は
︑
武
蔵
台
中
学
校
か
ら
義
務
教

育
学
校
と
し
て
開
校
し
︑
現
在
に
至
る
ま
で
の

３
年
間
の
歩
み
の
中
に
︑
言
葉
で
は
語
り
尽
く

せ
な
い
︑
皆
さ
ん
と
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

あ
る
か
ら
で
す
︒

最
後
に
︑
未
来
に
向
け
て
一
言
述
べ
ま
す
︒

﹁
立
志
挑
戦
！
﹂
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を

祈
り
ま
す
・
・
・
︒

卒業・進級に向けて
校長 秋馬 信之

令
和
６
年
度
武
蔵
台
小
中
学
校
卒
業
生
の

皆
さ
ま
︑
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

ま
た
︑
保
護
者
の
皆
さ
ま
も
お
子
さ
ま
の
ご
卒

業
︑
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

こ
こ
で
︑
義
務
教
育
を
修
め
ま
し
た
が
︑
さ
ら

に
羽
ば
た
く
べ
く
自
分
で
選
ん
だ
道
を
歩
い
て

行
き
ま
す
︒
そ
の
道
は
︑
決
し
て
平
坦
で
な
く

試
練
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

こ
れ
か
ら
は
︑
自
分
の
行
く
べ
き
道
を
探
し
て

行
く
の
で
す
︒
そ
こ
に
は
︑
﹁
自
由
﹂
が
あ
り

ま
す
が
﹁
責
任
﹂
も
つ
い
て
き
ま
す
︒

何
か
困
�
た
事
が
あ
�
た
ら
︑
決
し
て
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
︑
信
頼
す
る
人
に
頼
る
事
も
生
き

て
ゆ
く
上
で
大
切
で
す
︒

自
分
で
切
り
拓
く
事
も
大
き
な
勇
気
で
す
が
︑

進
む
た
め
に
逃
げ
る
事
も
勇
気
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒
卒
業
を
し
て
も
教
職
員
の
皆
さ
ん
は
卒

業
生
の
皆
の
味
方
で
す
︒
地
域
の
方
々
も
︑
皆

の
成
長
を
見
守
�
て
い
ま
す
︒

君
た
ち
が
明
る
い
未
来
を
創
�
て
い
く
姿
が
目

に
浮
か
び
ま
す
︒

﹁
一
人
じ
�
な
い
﹂

﹁
守
�
て
く
れ
る
人
が
い
る
﹂

と
自
信
を
持
�
て
︑
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
︒

PTA会長坂巻  景子

武蔵台小中学校を
卒業される皆さまへ

むさしだい
武蔵台⼩中学校�WEB広報�令和6年度第⼆号
児童⽣徒数304⼈（令和6年度4⽉現在）



PTA
活動報告
PTA

活動報告
第⼀回は、児童⽣徒、地域の⽅々と
⼀緒に学校周辺の環境整備を⾏いま
した。夏休みの間に伸びた草⽊もき
れいになりました。第⼆回は、⼟曜
⽇の午前中にもかかわらず、多くの
地域の⽅にご協⼒いただきました。
おかげさまで校⾨付近は花々に彩ら
れ、ビオトープ周辺は⼤きな⽊の枝
がすっきりしました。

8/23（⾦）・12/14（⼟）
学校環境整備

8/23（⾦）・12/14（⼟）
学校環境整備

全校⽣徒が参加する⼀⼤イベント、
⼤運動会が開催されました。
5⽇(⼟)の予定が、あいにくの⾬で
7⽇(⽉)に延期となりましたが、⼀
⽣懸命な⼦どもたちの熱量に感動い
たしました。駐⾞場の誘導・パトロ
ール・⾒守り・⽚付けなど体育係
（1、2年⽣の保護者で構成）の保
護者⽅々の活躍で無事に運動会を終
了することができました。

10/7（⽉）第２回⼤運動会10/7（⽉）第２回⼤運動会

係りの仕事中に
パシャリ！

11/24（⽇）
全校遠⾜ボランティア

11/24（⽇）
全校遠⾜ボランティア

秋晴れの中、1年⽣から9年⽣の
全校児童⽣徒が、縦割り班で⾼麗峠・
⼱着⽥へ遠⾜に⾏きました。終着の中
の⽥公園では、楽しかったよ！でも疲
れた〜。と全⼒で楽しんだ笑顔であふ
れていました。多くの保護者の⽅に遠
⾜ボランティアにご参加いただき、あ
りがとうございました。

11/9（⼟）・10（⽇）
⽇⾼市⺠まつり

11/9（⼟）・10（⽇）
⽇⾼市⺠まつり

第33回⽇⾼市⺠まつりが開催され、

校外活動係（9年⽣保護者）が参加し

ました。毎年、⽇⾼市交通安全⺟の

会ブースを担当。寒い中携わってい

ただたい保護者様、ありがとうござ

いました。



係りの仕事中に
パシャリ！

1/31（⾦）
制服リサイクル販売

1/31（⾦）
制服リサイクル販売

10⽉⼤運動会の際に、平⽇だった
ため購⼊が難しかったと⾔うお声
をいただき、新7年⽣保護者会に合
わせ制服リサイクル販売を⾏いま
した。市販の礼服を考えていたけ
ど、やっぱり制服を着たいからと
購⼊される⽅も⾒受けられ、沢⼭
の⽅にご利⽤いただきました。

どういう声かけをすれば子どもを

勇気づけられるのか、体験談を元

にしたお話はとても分かりやすか

ったです。出来ていることに注目

し、「ダメ出し」ではなく「ヨイ

出し」をしよう、という内容は、

頭では分かっていても実際にはな

かなか出来ていないことも多いと

感じました。この講演を機に意識

していきたいです。

↑講演会に参加した↑
保護者の声

↑講演会に参加した↑
保護者の声

校外学習係（9年⽣保護者）が
公⺠館で活動されているサーク
ルの⽅々と⼀緒に武蔵台公⺠館
⼤掃除に参加しました。参加さ
れた保護者様、ありがとうござ
いました。

12/13（⾦）
武蔵台公⺠館⼤掃除

12/13（⾦）
武蔵台公⺠館⼤掃除

12/7（⼟）⼈権学習講演会12/7（⼟）⼈権学習講演会

武蔵台公⺠館と共催で⼈権学習講
演会【褒めるより⼦どもが伸びる!
親⼦の勇気づけのかかわり⽅】
講師：太⽥修平様をお招きし開催
しました。興味深いお話の数々、
⼤変貴重な講演会となりました。
会場準備・受付・⽚付けなど⾏っ
た講演会係（8年⽣保護者）の皆
様、ありがとうございました。

12/13（⾦）・1/24（⾦）
すずまるこちゃんマスコット作成

12/13（⾦）・1/24（⾦）
すずまるこちゃんマスコット作成

校外学習係（9年⽣保護者）が⽣涯
学習センターで⾏われた、すずまる
こちゃんマスコット作成に参加しま
した。他校の保護者の⽅々と、令和
7年度市内の⼩中学校へ新⼊学する
１年⽣のために⼼を込めて作成しま
した。新⼊学児童へ交通安全のお守
りストラップとして贈られます。



制服自由化になったけど
正装はどうする予定ですか？

01.

どのようなものを⽤意されましたか？（⽤意される
予定ですか？）02.

このグラフからだと、見えにくい
のですが、シャツとスカートやス
ラックスを基本にして、
その他に用意されているものの
組み合わせは見事にバラバラでし
た。

03.

制服は⾃由化となりましたが、式典や試験期間中に正
装は必要となります
正装（制服の代わりとなる服）はどうされましたか？

正装（ジャージや鞄は除く）の⼤体の
⾦額はどれくらいになりそうですか？

新7年生の保護者に

聞いてみました

半数以上は譲ってもらったり、リサイク
ルを利用しているようです。

1/27〜１/31
新７年生保護者
対象にアンケー
トを実施

回答数25（生徒
数34名中）

　制服が自由化になったことで、指定のも
のを全て用意する必要なくなったことは変
化の一つのように感じました。
　まだ移行期のため戸惑いは見られます
が、リサイクルなども活用しつつ最低限必
要なものを準備し、生活が始まってから、
子どもと相談しながら少しづつ必要なもの
を選べるという利点があるように思いまし
た。



＜質問＞

Q1.正装が必要な⽇数
�������どの程度の正装が必要？

A.�始業式や終業式等の式典やその他の⾏事、試験⽇などを合わせると、
�����⼀年間で⼤体20⽇前後になると思います。

Q2.スカートやブレザーパンツの⾊や柄は何⾊でもいいのでしょうか？
�������⼥の⼦もパンツでも可能なのかどうか。
�������正装は3年間ずっと同じものを着続けなければ⾏けないのでしょうか？

A.�正装に相応しいと考えられるものであれば、
�����何⾊という指定はありません。ずっと同じものを着続ける必要も
�����ありません。
�����ちなみに⼥の⼦でパンツスタイルの⼦は結構います。

Q3.「⾃由」の捉え⽅が難しいと感じています。
�������正装の⽇の服装として制服かそれに準じたものを着⽤するのだと思いますが、
�������制服の場合、⼀式を揃えた⽅が良いのか、ネクタイの着⽤も⾃由に決めて良いのか
�������知りたいです。
�������また、⾃由化になったことで⾐替えの指導も無くなり、⽣徒⾃⾝が快適に過ごせる
�������服装(⻑袖、半袖)を選択して⽣活して構わないのですか?

A.�ネクタイの着⽤は⾃由です。⻑袖、半袖も⽣徒の判断に任せています。

Q4.靴下やタイツ、レギンスなども⾃由でしょうか？

A.�基本的には⾃由です。
�����ただ、柄も⻑さも正装に相応しいものという基準で選んでください。
�����例えば、くるぶし下までの短い靴下は正装の⽇は
�����違うものにしようという話をしております。
�����タイツは⼤丈夫です。

Q5.制服は⾃由なのにかばんは指定なのはどのような理由ですか？

A.�学校のロッカーに⼊るサイズや安全⾯を考えて通学かばんを指定しております。
 �今後は制服と同様に通学かばんについても検討してまいります。



【編集後記】

  令和6年度のweb広報第2号が無事完成致しました。

  第1号に続き制服自由化に関する記事を多めに掲載しています。
  今年度の広報担当が全員6年生の親ということもあり、

目前に迫った毎日の服装問題...。

「これは第2号でも取り上げよう！」となり、
6年生の保護者を対象にしたアンケート調査、制服のリサイクル販売を再実施

をして記事にしました。少しでも今後の参考になれば幸いです。

  「広報って大変そう...」「何やるんだろう...」という
少々不安な思いから始まった広報活動でしたが、

始まってみればとても楽しく、且つ自由に活動出来ました。
  最後になりますが、ご協力いただいた皆様に改めて御礼申し上げます。

1年間ありがとうございました。

＜ご意⾒＞

まだまだ制服ありき、が常態の様な中で先を⾒越した教育として制服⾃由化にされ
た決断は素晴らしいと考えます。学校側は「正装」「時と場所にふさわしい服装」

��������などの指導もされてまさに有⾔実⾏の教育だと思います。
 ���保護者が「正装って分からない」「どんな服装にすれは良いの?」など意⾒として
 ���いて逆に驚きました。
�������これを機会に⾃宅で⼦どもと服装や⾝なりについて話し合えたら良いなと思います。

「みんなはどうするんだろう？」という疑問がありました。正装でも、制服でも、
どちらでもいいという中途半端な学年だと思うので、情報共有（みんながどうした
か、前年はどうだったか等）が学校側からあったら良かったかな？と感じました。

⾃由となっても、周りはどうするのだろうかと保護者間の情報が必要になります。
�� �今は後期の⽅はジャージ登校が主にみえますので、その流れでジャージになるの
�������かな？とか�式典の正装も、そろえても男⼦はサイズアウトもしそうなので、
�������どこまで揃えるべきか⾮常に悩みます。

制服の代わりとなる正装の場合は、どちらで購⼊予定でしょうか？
����（保護者向けの質問のためこちらに記載します）

制服⾃由化となりましたが、ジャージ登校の⽣徒が多い事もふまえ、私服より制服
があった⽅が良いかなと感じました。



おはなしタイヤ⽊くんは、
⽉1回程度で活動しています。

お昼休みの15分間、１年⽣の教室で読み
聞かせをしています。

⼦どもたちが⼀⽣懸命に絵本を⾒ている
姿は、とても暖かい気持ちになります。

メンバーには、
在校⽣の保護者だけでなく、地域の⽅に
も参加して頂いております。

武蔵台の皆様が参加して下さることで、
⼦どもを⾒守る⽬が増え、⼦育てに対す
る安⼼感が増すように感じています。

ご興味のある⽅はぜひご参加下さい♪

｢アフターすく〜る｣
という⾔葉のとおり、⼦どもたちと地域
で放課後の⼀時を過ごす場所を作ってい
ければという⽬的で運営されています。

公⺠館職員の⽅に⽀えて貰いながら、
スタッフの皆で内容を考えています。

⼦ども達からは、⼤⼈の想像を超えた動
きやアイディアが出てきて⾯⽩いです。

｢そうするか〜、やられた！！｣
と、ワクワクさせられます。

地域の皆さま、
ぜひ⼦どもたちと楽しい
⼀時を⼀緒に過ごしませんか？

こちらのQRコードから

参加希望とメッセージを送信。

【おはなしのたね】

おはなしのたねは、
年に10回ほど活動しています。

朝の時間に1〜6年⽣の教室にお邪魔して
約15分間、絵本やお話を読んでいます。

絵本が好きな⽅が集まっていて、いつも
楽しく活動しています。

毎回、この絵本はどうかな〜っと選んだ
本で⼦どもたちが笑うと嬉しいし、思っ
ってたより真剣に聞き⼊ってる姿に成⻑
を感じたり。⼦どもたちの普段の様⼦を
感じられるのもいいなと思っています。

参加してみたい！⾒学してみたい！
という⽅は、ぜひご連絡下さい♪

⼦どもと 関わる
地域の ⼤⼈たち

⼦どもたちのために活動している
ボランティア、放課後事業を紹介♪

ご興味のある⽅は、下記までご連絡下さい。

おはなしタイヤ⽊くん

台っ⼦アフターすく〜る

【台っ⼦アフターすく〜る】
スタッフ申し込みは⽇⾼市武蔵台公⺠館へ

TEL 042-982-2950

FAX 042-982-0244

【おはなしタイヤ⽊くん】

こちらのQRコードから

参加希望とメッセージを送信。

おはなしのたね


